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つまり…
生活スタイルや価値観の変化
→生活の余白を考えるきっかけ
→まちへの視野の広がり

①人口減少
20年間で約7千人減
この数字は横須賀市内でトップ2！
原因＝転出

②高齢化
全国的に見て高齢化率が高い横須賀市の
高齢者割合を衣笠は常に上回っている！

③空き家
全国の空き家率：13.6％
横須賀市の空き家率：14.8％
（平成30年住宅・土地統計調査）
もちろん衣笠も例外ではない！

次世代の
担い手不足

ニューノーマルな観光まちづくりとは？

衣笠が抱える問題

プラン提案

× 地域外の人たちに一時的に気に入られる街づくり
◎「まちに関わる人たちが

ずっと誇りを持って愛したくなるまちづくり」

#ふらっと衣笠づくり
観光を楽しみながら、週末移住のようにもう一か所の生活拠点として
衣笠で地域の人と共にまちづくりをしようというプラン！！

3つの新規性

①夢を叶える商店街：１日単位で店が出せる！

②クル×くるサイクル：放置自転車をリサイ「クル」し、
SNSでユーザーが魅力を発信！

③お手軽別荘：デュアルライフをまずは「体験」できる！

効果

衣笠行政センター 今井様
「火事が心配」

「鳥、ハチ、アライグマ、ハクビシンが巣を作ってしまう」
「住民からの問い合わせも受けている」
「行政で出来ることには限界がある」

①まちの資源の再認識

②関係人口の増加
↳移住した「定住人口」でもなく、観光に来た
「交流人口」でもない地域と多様に関わる人々を
指す言葉

あ

一時的ではない「継続的」に衣笠と関係を持つ人々の増加
＝地域の課題解決にも関わってもらえる地域外の人々との
ネットワークの拡大

③担い手不足の解消
担い手が40年間変わらず、引き継ぐ人がいない現状
→開業や週末移住によって街の魅力を知ってもらい、
新しい衣笠を一緒に作っていく

④空き家の解消
負の遺産である空き家を有効活用
→空き家を「お手軽別荘」として定住先の住居に
リノベーション

＝空き家の解消。治安維持や害虫・火災防止へと繋がる

①人との繋がり方
コミュニティの希薄化

➡文化や伝統の消滅、地域治安の悪化、個人の負担の増大
➡昔ながらの『人との繋がりの価値』を再認識
②地域選択
ノーマル：学校や職場に縛られた地域選択
ニューノーマル：自分が過ごす場所を自分で選択できる

商店街連合会様 衣笠行政センター様衣笠観光協会様


